
H28 1-3年⽣ カリキュラム

社会福祉学科 ／ 専門基礎科目群
授業科目 

基本介護IV 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
・尊厳を⽀えるための介護のあり⽅について理解できる。
・⾃⽴に向けた介護のあり⽅について理解する。

授業の目的
「尊厳の保持」「⾃⽴⽀援」という新しい介護の考え⽅を理解するとともに、「介護を必要とする⼈」を、⽣活の観点から捉えるための学
習。また、介護における安全やチームケア等について理解するための学習とする。

学習目標
1)ＱＯＬ・ノーマライゼーションの考え⽅について理解できる。
2)⾃⽴に向けた介護、⾃⽴⽀援・ICF・リハビリテーションの考え⽅について理解できる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法
筆記試験・レポート・授業態度などにより評価する。

履修上の留意点

オフィスアワー・連絡先 
授業内容の質問・相談がある学⽣は、所属学科・学年・学籍番号・⽒名・⽤件を記⼊の上、office-hour@nuhw.ac.jpへご連絡ください。

担当教員名
近藤 トシコ

対象学年 2 対象学科 社会（介護福祉コース必修）

開講時期 後期 必修・選択 選択

単位数 1 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ○ ○ ◎

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 介護におけるＱＯＬの考え⽅とその実現 講義 近藤 トシコ

2 ノーマライゼーションの考え⽅とその実現 講義 近藤 トシコ

3 利⽤者主体の考え⽅とその実現 講義 近藤 トシコ

4 ⾃⽴・⾃律・⾃⽴⽀援の考え⽅ 講義 近藤 トシコ

5 ⾃⽴⽀援の具体的展開 グループワーク 近藤 トシコ

6 ⽣活意識への働きかけ、エンパワーメント 講義 近藤 トシコ

7 個別ケアの考え⽅ 講義・グループワーク 近藤 トシコ

8 個別ケアの具体的展開 グループワーク 近藤 トシコ

9 ＩＣＦの考え⽅ 講義 近藤 トシコ

10 ＩＣＦの考え⽅視点に基づく利⽤者のアセスメント 演習・グループワーク 近藤 トシコ

11 リハビリテーションの考え⽅とその実際 講義 近藤 トシコ

12 病院・施設・在宅におけるリハビリテーション・安全な住環境とは 講義 近藤 トシコ

13 介護予防 講義 近藤 トシコ

14 リハビリテーション専門職との連携について 講義 近藤 トシコ

15 まとめ 近藤 トシコ

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 介護の基本 ⻄村洋⼦ メヂカルフレンド社 2015年 3,800円＋税

参考書

その他の資料


